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(57)【要約】
【課題】大容量の記憶装置に記憶された多くのコンテン
ツを再生する処理が可能なＡＶ装置において、ユーザが
簡単にコンテンツの内容を知って所望のコンテンツを選
択できるようにするため、これらコンテンツの内容を知
るための情報を一画面内にコンパクトに表示できる装置
を提供する。また、コンテンツ内での特徴的な映像を時
間軸に対して一次の関係に配列して表示することで、ユ
ーザがコンテンツ内での当該映像の再生位置（時間経過
）を一覧的に知ることができ、もって所望の位置からの
再生を容易に行えるような装置を提供する。
【課題を解決するための手段】コンテンツ再生位置に応
じたコンテンツの特徴を示す情報（特徴情報）を取得す
る手段と、取得した特徴情報をコンテンツ再生位置に応
じて表示する特徴情報付プログレスバーを構成するため
の情報（特徴情報付プログレスバー構成情報）を生成す
る手段とを有するＡＶ装置を提供する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツ再生位置に応じたコンテンツの特徴を示す情報である特徴情報を取得する特
徴情報取得部と、
　取得した特徴情報をコンテンツ再生位置に応じて表示する特徴情報付プログレスバーを
構成するための情報である特徴情報付プログレスバー構成情報を生成する特徴情報付プロ
グレスバー構成情報生成部と、
を有するＡＶ装置。
【請求項２】
　特徴情報取得部は、
　　任意のコンテンツの特徴情報元データに対して、共通の変換処理をすることで複数の
コンテンツ間で定量比較可能な指数型の特徴情報である共通特徴情報を取得する共通特徴
情報取得手段を有する
請求項１に記載のＡＶ装置。
【請求項３】
　特徴情報付プログレスバー構成情報生成部は、
　　特徴情報に応じた表示色をプログレスバーに表現するための表示色構成情報を生成す
る表示色構成情報生成手段を有する
請求項１又は２に記載のＡＶ装置。
【請求項４】
　特徴情報取得部は、
　　特徴情報を取得するために複数の計算方法から計算方法を選択して利用するための選
択手段を有し、
　特徴情報付プログレスバー構成情報生成部は、
　　前記計算方法に応じた表示色をプログレスバーに表現するための計算色構成情報を生
成する計算色構成情報生成手段を有する
請求項１から３のいずれか一に記載のＡＶ装置。
【請求項５】
　特徴情報取得部は、
　　特徴情報を取得するために利用する計算方法と、コンテンツの属性を示す情報である
コンテンツ属性情報とを予め関連付けて保持する計算方法保持手段を有する
請求項４に記載のＡＶ装置。
【請求項６】
　前記特徴情報取得部が特徴情報を取得するために利用する計算方法を前記コンテンツ属
性情報に基づく選択に優先して選択し、または、前記コンテンツ属性情報に基づく選択後
にこれを変更するための計算方法ユーザ設定部をさらに有する
請求項５に記載のＡＶ装置。
【請求項７】
　前記特徴情報取得部は、
　　コンテンツの構成情報のコンテンツ再生位置に応じた特徴を分析する特徴分析手段と
、
　　特徴分析手段による分析結果に基づいて特徴情報を生成する特徴情報生成手段と
を有する請求項１から６のいずれか一に記載のＡＶ装置。
【請求項８】
　コンテンツに特徴情報が付随して放送などされている場合には、
　特徴情報取得部は、前記コンテンツに付随している特徴情報を取得する
請求項１から７のいずれか一に記載のＡＶ装置。
【請求項９】
　コンテンツ再生位置に応じたコンテンツの特徴を示す情報である特徴情報を取得する特
徴情報取得ステップと、
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　前記特徴情報取得ステップにて取得した特徴情報をコンテンツ再生位置に応じて表示す
る特徴情報付プログレスバーを構成するための情報である特徴情報付プログレスバー構成
情報を生成する特徴情報付プログレスバー構成情報生成ステップと、
を有するＡＶ装置におけるプログレスバー生成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特徴情報を付加したプログレスバーを表示するための情報を生成する機能を
備えたＡＶ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　大容量のハードディスクやＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）
等の記録媒体に記録されたコンテンツを再生することが可能な録画再生装置などのＡＶ（
Ａｕｄｉｏ／Ｖｉｄｅｏ）装置の分野では、記録されたコンテンツの内容をユーザが簡単
に知ることができることができ、これによってユーザが所望のコンテンツに効率的に選択
できることが、その使用の利便性を図るうえで重要な要素となっている。このための方法
としては、従来から例えばダイジェスト映像を作成したり、その映像をもとに静止画ある
いは動画のサムネイル画を複数枚作成してこれを一覧として画面に表示したりする方法が
知られており、これにより、ユーザがコンテンツの内容を簡単に知ることができ、もって
所望のコンテンツを効率的に選択することが可能になっている。例えば、特許文献１にお
いては、動画ファイルの中から複数の画面を抽出してこれらの縮小画像を一画面内に配列
させたインデックス画像の作成に係る技術が開示されている（特許文献１参照）。また、
特許文献２においては、ダイジェスト映像から複数の動画サムネイルを作成するための技
術が開示されている（特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００１‐２１１４２１号公報
【特許文献２】特開２００５‐０２６８５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、今日ではハードディスク等がますます大容量化し、さらに多くのコンテンツを
記録媒体に記録することが可能になっているため、従来のように複数のサムネイル画像等
を表示する方法では、多くのコンテンツに関する情報を一画面に表示することはもはや困
難になっている。また、コンテンツからダイジェスト映像を作成してその画面を抽出して
一画面に並べる方法の場合、多くのダイジェスト映像が一画面中の縦横一杯に並べられる
形となり、時間軸に対して一次の関係に配列することができないのが通常であるため、コ
ンテンツを選択するユーザの側から見ると、映像のコンテンツ再生位置、即ちそれぞれの
映像がコンテンツ全体のどこに位置しているのかがわかりにくいという問題もある。
【０００４】
　そこで、本発明の解決すべき課題は、大容量の記憶装置に記憶された多くのコンテンツ
を再生する処理が可能なＡＶ装置において、ユーザが簡単にコンテンツの内容を知って所
望のコンテンツを選択できるようにするため、これらコンテンツの内容を知るための情報
を一画面内にコンパクトに表示できる装置を提供することにある。また、コンテンツ内で
の特徴的な映像の情報を時間軸に対して一次の関係に配列して表示することで、ユーザが
コンテンツ内での当該映像の再生位置を一覧的に知ることができ、もって所望の位置から
の再生を容易に行えるような装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以上の課題を解決するため、本発明においては特徴情報付プログレスバーを利用する。
即ち、本発明のうち請求項１に記載の発明は、コンテンツ再生位置に応じたコンテンツの
特徴を示す情報である特徴情報を取得する特徴情報取得部と、取得した特徴情報をコンテ
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ンツ再生位置に応じて表示する特徴情報付プログレスバーを構成するための情報である特
徴情報付プログレスバー構成情報を生成する特徴情報付プログレスバー構成情報生成部と
を有するＡＶ装置を提供する。また、請求項２に記載の発明は、特徴情報取得部は、任意
のコンテンツの特徴情報元データに対して、共通の変換処理をすることで複数のコンテン
ツ間で定量比較可能な指数型の特徴情報である共通特徴情報を取得する共通特徴情報取得
手段を有する請求項１に記載のＡＶ装置を提供する。また、請求項３に記載の発明は、特
徴情報付プログレスバー構成情報生成部は、特徴情報に応じた表示色をプログレスバーに
表現するための表示色構成情報を生成する表示色構成情報生成手段を有する請求項１又は
２に記載のＡＶ装置を提供する。また、請求項４に記載の発明は、特徴情報取得部は、特
徴情報を取得するために複数の計算方法から計算方法を選択して利用するための選択手段
を有し、特徴情報付プログレスバー構成情報生成部は、前記計算方法に応じた表示色をプ
ログレスバーに表現するための計算色構成情報を生成する計算色構成情報生成手段を有す
る請求項１から３のいずれか一に記載のＡＶ装置を提供する。また、請求項５に記載の発
明は、特徴情報取得部は、特徴情報を取得するために利用する計算方法と、コンテンツの
属性を示す情報であるコンテンツ属性情報とを予め関連付けて保持する計算方法保持手段
を有する請求項４に記載のＡＶ装置を提供する。また、請求項６に記載の発明は、前記特
徴情報取得部が特徴情報を取得するために利用する計算方法を前記コンテンツ属性情報に
基づく選択に優先して選択し、または、前記コンテンツ属性情報に基づく選択後にこれを
変更するための計算方法ユーザ設定部をさらに有する請求項５に記載のＡＶ装置を提供す
る。また、請求項７に記載の発明は、前記特徴情報取得部は、コンテンツの構成情報のコ
ンテンツ再生位置に応じた特徴を分析する特徴分析手段と、特徴分析手段による分析結果
に基づいて特徴情報を生成する特徴情報生成手段とを有する請求項１から６のいずれか一
に記載のＡＶ装置を提供する。また、請求項８に記載の発明は、コンテンツに特徴情報が
付随して放送などされている場合には、特徴情報取得部は、前記コンテンツに付随してい
る特徴情報を取得する請求項１から７のいずれか一に記載のＡＶ装置を提供する。また、
請求項９に記載の発明は、コンテンツ再生位置に応じたコンテンツの特徴を示す情報であ
る特徴情報を取得する特徴情報取得ステップと、前記特徴情報取得ステップにて取得した
特徴情報をコンテンツ再生位置に応じて表示する特徴情報付プログレスバーを構成するた
めの情報である特徴情報付プログレスバー構成情報を生成する特徴情報付プログレスバー
構成情報生成ステップとを有するＡＶ装置におけるプログレスバー生成方法を提供する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明により、大容量の記憶装置に記憶された多くのコンテンツを再生する処理が可能
なＡＶ装置において、ユーザが簡単にコンテンツの内容を知って所望のコンテンツを選択
できるようにするため、これらコンテンツの内容を知るための情報を一画面内にコンパク
トに表示できる装置を提供することが可能となる。また、コンテンツ内での特徴的な映像
の情報を時間軸に対して一次の関係に配列して表示することで、ユーザがコンテンツ内で
の当該映像の再生位置を一覧的に知ることができ、もって所望の位置からの再生を容易に
行えるような装置を提供することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下に、本発明の実施例を説明する。実施例と請求項の相互の関係は以下のとおりであ
る。実施例１は主に請求項１、請求項９などに関し、実施例２は主に請求項２などに関し
、実施例３は主に請求項３などに関し、実施例４は主に請求項４などに関し、実施例５は
主に請求項５などに関し、実施例６は主に請求項６などに関し、実施例７は主に請求項７
などに関し、実施例８は主に請求項８などに関する。なお、本発明はこれら実施例に何ら
限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々なる態様で実施しう
る。
【実施例１】
【０００８】
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　<概要>
　本実施例のＡＶ装置は、コンテンツ再生位置に応じたコンテンツの特徴を示す情報（特
徴情報）を取得する手段と、取得した特徴情報をコンテンツ再生位置に応じて表示する特
徴情報付プログレスバーを構成するための情報を生成する手段とを有する。
【０００９】
　<構成>
　（ＡＶ装置の全般構成・用語の定義）
　図１は、本実施例のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す図である。本図に示すように
、「ＡＶ装置」０１００は、「特徴情報取得部」０１１０と、「特徴情報付プログレスバ
ー構成情報生成部」０１２０とを有する。
　本発明において「ＡＶ装置」とは、映像信号と音声信号の少なくともどちらか一方を再
生するための処理を行う機能を備えた装置をいい、典型的には録画再生装置が該当する。
従って、再生対象たるコンテンツも映像と音声の双方を含むコンテンツのほか、映像のみ
のコンテンツや音声のみのコンテンツが含まれる。また、コンテンツの媒体にも特に限定
はなく、例えばテレビジョン放送などによる放送コンテンツであっても、インターネット
などの通信媒体により配信されるコンテンツであっても、あるいはＤＶＤなどの記録媒体
に記録されたコンテンツであってもよい。
【００１０】
　（特徴情報取得部の全般構成・用語の定義）
　「特徴情報取得部」は、特徴情報を取得するように構成されている。
　「特徴情報」とは、コンテンツ再生位置に応じたコンテンツの特徴を示す情報をいう。
特徴情報の具体例としては、例えばコンテンツがサッカーなどのスポーツ中継番組である
場合における観客の歓声の大きさを表す情報などが該当する。これは、歓声が大きい場面
はゴールシーンなどユーザ（視聴者）にとって重要度の高い場面である蓋然性が高いこと
から、これをコンテンツの特徴としてこれが現れるコンテンツの再生位置と関連付けて特
徴情報とすることで、後述するプログレスバーに付加してユーザが利用可能なように表示
できるようにすることを目的とする。同様にユーザにとって重要度が高いという意味で、
同じくスポーツ中継番組において映像の動きの速さを示す情報（動きが速い場面として、
例えば野球中継におけるホームラン性の打球を追う場面などが考えられる）も特徴情報の
例として挙げられる。他方、特徴情報はこれとは逆にユーザにとって重要度の低い場面を
示すための情報であってもよい。例えば、番組中においてコマーシャルの放映場面である
ことを示す情報が挙げられる。
【００１１】
　（特徴情報付プログレスバー構成情報生成部の全般構成・用語の定義）
　「特徴情報付プログレスバー構成情報生成部」は、特徴情報付プログレスバー構成情報
を生成するように構成されている。
　「特徴情報付プログレスバー構成情報」は、取得した特徴情報をコンテンツ再生位置に
応じて表示する特徴情報付プログレスバーを構成するための情報である。本発明における
「プログレスバー」は、ＡＶ装置の画面上などにおいてコンテンツの全体再生所要時間に
対する相対的な再生位置を示すための領域をいう。プログレスバーの表示は典型的はコン
テンツの再生画面などＡＶ装置の画面上に行われるが、このほかＤＶＤ装置の情報提示窓
などの情報表示領域に表示するようにしてもよい。また「特徴情報付プログレスバー」と
は、特徴情報をその領域内に付加して表示するようにしたプログレスバーをいう。
　この特徴情報付プログレスバーは、コンテンツの再生前に所望のコンテンツを選択しよ
うとする間だけ表示されるようにしてもよいし、コンテンツの再生中も引き続き表示され
るようにしてもよい。また、コンテンツ再生中はいったん表示されなくなるがユーザの画
面操作等に基づいて再生中に表示できるようにしてもよい。
【００１２】
　　（特徴情報付プログレスバーの表示形態）
　図２は特徴情報付プログレスバーの表示形態の一例を示す。本例はＡＶ装置が録画再生
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装置であり、コンテンツがスポーツ中継番組である場合の例であって、特徴情報が当該番
組中における観客の歓声の大きさを示す情報である例である。本図において、プログレス
バー０２０２が番組のタイトル「スポーツＡ」やチャンネル「８ＣＨ」を表示するための
ボックス０２０１とともに録画再生装置の画面に表示されている。また、プログレスバー
の下にはポインタ０２０３が表示されている。このポインタは、プログレスバー内におけ
る現在の再生位置をコンテンツ全体の再生所要時間に対する相対的な位置関係として示す
ためのものであり、コンテンツの再生時間の経過に従ってプログレスバーの左端から右端
に向かって移動する。また、ユーザが選択した再生開始位置にポインタを合わせることに
より、当該位置から再生を開始することもできる。
【００１３】
　プログレスバーには、コンテンツの再生位置に応じた特徴情報の出現状況が示される。
その際、特徴の出現の程度が例えば色彩や模様の違いにより区別されて表示される。本図
の例では、特徴情報である歓声の大きさの程度が色の濃淡（明度）により区別されて表示
されている。即ち、本例では、スポーツ中継番組中の観客の歓声が大きい場面（例えば観
客の歓声に係る受信音量をデシベル単位で表した場合に４０デシベル以上の値を示す場面
）の特徴情報はこれを濃色（例えば黒色）０２０２ａで表示し、観客の歓声がやや大きい
場面（例えば同様の指標で２０デシベル以上４０デシベル未満の値を示す場面）の特徴情
報を中間色（例えば灰色）０２０２ｂで表示し、その他の場面の特徴情報を淡色（例えば
白色）０２０２ｃで表示している。そこでユーザは、このような色の濃淡によってコンテ
ンツ中の重要な場面（本例では観客の歓声の大きい場面）の位置を容易に知ることができ
、該当箇所からの再生、あるいはその少し手前からの再生といった操作を容易に行うこと
ができるようになる。
　なお、この場合に観客の歓声とアナウンサーの実況アナウンスの声を区別するため、例
えば、両者の周波数帯域が異なる場合に、受信した音声データ中から、例えば予め保持し
ている観客の歓声の周波数帯域データに基づいて当該帯域の音声のみを特徴情報として取
得し、その受信音量を対象として上記の区別による表示を行うようにしてもよい。
【００１４】
　なお、特徴情報の出現の程度に応じた表示の仕方（以下「表示態様」という。）として
は、上例のような色の濃淡による表示のほか、色の彩度・色相の違い（例えば赤色、橙色
、黄色で区別するなど）による表示や模様の違い（例えば特徴が強く現れる場面は「１」
、やや強く現れる場面は「２」といったように異なる数字を表示するなど）による表示な
どでもよく、要するに特徴の現れ方の違いが一見してわかるようなものであればよい。ま
た、色の濃淡で区別する場合にも、上例のように特徴情報の変化に応じて段階的に表示し
てもよいし、あるいは無段階的に表示してもよい。図３は、特徴情報付プログレスバー０
３０２の表示形態の別の一例であり、かかる無段階的な表示の例を示すものである。本図
でも、０３０１で示すものがプログレスバー、０３０２がボックス、０３０３がポインタ
である。
　なお、図２、図３では、「スポーツＡ」とともに「スポーツＢ」のプログレスバー等も
表示されているが、このようにプログレスバーの表示は複数のコンテンツについて行って
もよいし、単一のコンテンツのみについて行ってもよい。また、複数のコンテンツについ
て表示を行う場合に、全てのコンテンツについて同じ表示態様で行ってもよい（図２、図
３はかかる例である）し、異なる表示態様で行ってもよい。
【００１５】
　さらに、プログレスバーの表示に加え、サムネイル画像やダイジェスト映像も合わせて
表示するようにしてもよい。例えば、画面上にプログレスバーが一つしか表示されていな
い場合や、複数のプログレスバーが表示されていてもそのうちの一つが選択された状態の
ときに、当該プログレスバーに示されている特徴情報の特徴が強く現れている部分（色の
濃い部分など）の再生位置にあたる映像を、プログレスバーの下方などの空いた画面領域
に再生位置を示す情報を付加してサムネイル表示することなどが考えられる。また、ポイ
ンタが指している部分の再生位置の映像をサムネイル表示してもよい。
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　プログレスバーの表示に必要な画面領域は小さな領域で足りるので、空いた画面領域を
このように有効利用することができる。また、このようにプログレスバーをサムネイル画
像などと併用することで、再生位置はわかるが特徴部分の具体的内容がわからない従来の
プログレスバーと、特徴部分の具体的内容はわかるが再生位置がわからないサムネイル画
像などの互いの短所を補い、再生位置のどこに特徴が出現しているかをその特徴部分の具
体的内容とともに表示することが可能となる。
【００１６】
　　（具体的構成・詳細な機能ブロック）
　次に、本実施例のＡＶ装置の具体的な構成、特にプログレスバー構成情報の生成のため
の構成について詳細に説明する。図４は、本実施例のＡＶ装置のより詳細な機能ブロック
の一例を示す図である。本例の「ＡＶ装置」０４００は、「入力手段」０４０１と、「特
徴情報抽出手段」０４０２と、「特徴情報格納手段」０４０３と、「記録媒体」０４０４
と、「特徴情報読出手段」０４０５と、「表示態様対応テーブル読出手段」０４０６と、
「プログレスバー構成情報生成手段」０４０７と、「表示手段」０４０８とを有する。こ
のうち、「特徴情報抽出手段」と「特徴情報格納手段」は、「特徴情報取得部」の構成要
素である。また、「特徴情報読出手段」と「表示態様対応テーブル読出手段」と「プログ
レスバー構成情報生成手段」は、「特徴情報付プログレスバー構成情報生成部」の構成要
素である。
【００１７】
　　（特徴情報の取得に係る具体的構成）
　まず、特徴情報の取得に係る具体的構成について説明する。一の取得方法としては、入
力手段が入力したコンテンツには特徴情報が予め含まれており、特徴情報抽出手段は、こ
れをそのままコンテンツから抽出して取得する。あるいは別の取得方法として、特徴情報
抽出手段は、コンテンツの特徴情報元データ（特徴情報として生成される前のいわゆる生
データをいう。例えば、スポーツ中継番組における観客の歓声や実況アナウンスなどのす
べての音声を含む受信音量データなどが該当する）を抽出した後、このデータに対し所定
の計算処理を加えることにより特徴情報として生成し、取得するようにしてもよい。これ
らの抽出・取得はコンテンツ再生位置に応じて行われる。「コンテンツ再生位置に応じて
取得する」とは、コンテンツの再生位置ごとに当該位置における特徴情報として取得する
という意味である。コンテンツの再生位置は再生開始からの経過時間などによって特定さ
れる。その際、この特徴情報の取得は、コンテンツごとに、コンテンツの再生位置と当該
再生位置における特徴情報の出現の仕方に関する指標とを関連付けてなされる。例えば、
スポーツ中継にかかる放送コンテンツにおける観客の歓声の大きさを特徴情報として取得
する場合であれば、放送開始からの時間経過情報とその時間（再生位置）における観客の
歓声の大きさをデシベル単位で表したデータを関連付けて記憶する。この特徴情報の出現
の仕方の捉え方は、例えば秒単位で連続して捉えるようにしてもよいし、一定の時間（例
えば１分間）を一つの時間ブロックとしてそれぞれの時間ブロックにおける最大値や平均
値などで捉えるようにしてもよい。
【００１８】
　以上では、主に特徴情報がスポーツ中継番組における観客の歓声の大きさを示す情報の
例で説明したが、他の特徴情報の例としては、以下のようなものが考えられる。同じスポ
ーツ中継番組の例としては、観客の拍手の大きさ、応援団の鳴らす鼓笛等の音の大きさな
どが考えられる。これらを他の受信音量の中から区別して取り出す方法としては、前述の
周波数帯域のほか、波形などについて予め保持するデータにより区別して抽出することが
考えられる。さらに、実況アナウンス中の「チャンス」、「すごい」といった盛り上がっ
た場面で使われる蓋然性の高いキーワードを音声認識技術を用いることで抽出して取得す
ることも考えられる。また、映像に関する特徴情報の例として、映像の動きの速さを示す
情報や特定の選手を捉えた映像にかかる情報の場合が考えられる。これらは例えば単位時
間あたりの画像のデータ量の大きさを示す情報や、画像認識技術を用いて特徴パターンな
どを示す情報として取得される。
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　これらの特徴情報は、例えば放送信号から取得した情報に基づいて特徴情報として生成
して取得してもよいし、放送信号中に含まれる情報をそのまま特徴情報として取得したも
のでもよい。後者の例としては、例えば、特徴情報が番組中におけるコマーシャルの放映
場面であることを示す情報である場合において、予めコンテンツ中にコマーシャルＩＤが
位置情報とともに含まれているときは、当該情報をそのまま特徴情報として取得すること
ができる。
　また、特徴情報は、一つのコンテンツについて複数種類のものが取得されるようにして
もよい。例えば、同一コンテンツについて、観客の歓声の大きさとコマーシャルの放映場
面の両者が特徴情報として取得される場合が該当する。この場合、特徴情報の種類を識別
するため、例えば特徴情報に特徴情報の種類を識別するための識別子が含まれる。
【００１９】
　次に、特徴情報格納手段は、当該特徴情報を記録媒体に記録する。一つのコンテンツに
複数種類の特徴情報が含まれる場合には、上述の識別子によって区別されるそれぞれの特
徴情報が記録媒体の別々の格納領域に記録される。
　図５は、記録媒体に記録された特徴情報の一例を示す。本図の例は、コンテンツの全体
再生所要時間である１２０分間を各１分間の１２０個の時間ブロックに区分し、特徴情報
である観客の歓声の大きさにかかる受信音量のそれぞれのブロックにおける最大値をデシ
ベル単位で表したデータと１対１に対応させたテーブルとして保持する例である（煩雑さ
を避けるため一部を省略して示す）。
　なお、取得した特徴情報を記憶する記録媒体は内部記憶装置（メモリ）であってもハー
ドディスクのような外部記憶装置であってもよい。
【００２０】
　　（特徴情報付プログレスバー構成情報の生成に係る具体的構成）
　図４に戻り、次に、特徴情報付プログレスバー構成情報の生成に係る具体的構成につい
て説明する。記録媒体に記録された特徴情報は、特徴情報読出手段０４０５がこれを読み
出す。その際、特徴情報読出手段は複数のコンテンツの中からどのコンテンツの特徴情報
を読み出すか、また当該コンテンツ中に複数種類の特徴情報がある場合にどの特徴情報を
読み出すかを選択するための制御機能を有しており、当該制御により選択された特徴情報
が読み出される。この制御は例えばユーザの操作（例えば画面上に表示された、一のコン
テンツの複数の特徴情報の中から一の特徴情報を選択するための選択用アイコンの一をク
リックする操作など）に基づく入力信号を受けて行ってもよい。
　また、表示態様対応テーブル読出手段０４０６が、記録媒体に記録されている表示態様
対応テーブルを読み出す。このテーブルは、特徴情報の示す指標に応じて特徴情報と表示
態様を対応付けたテーブルである。
【００２１】
　次に、プログレスバー構成情報生成手段０４０７は、特徴情報読出手段が読み出した特
徴情報を用いて特徴情報付プログレスバー構成情報を生成する。その際、表示態様対応テ
ーブル読出手段が読み出したテーブルを参照して再生位置に応じた特徴情報の表示態様を
決定する。例えば、読み出した特徴情報が図５で示したような時間ブロックごとの観客の
歓声の最大値を示す情報である場合、特徴情報付プログレスバー構成情報生成手段は、図
６に一例を示すような特徴情報の示す指標と色の濃淡を対応付けたテーブルを参照して、
「第一の時間ブロック（０分００秒から１分００秒まで）の観衆の歓声の大きさの最大値
は２０デシベル未満（１０．０デシベル）であるので、その表示態様は淡色（白色）であ
る」といったように、時間ブロックごとに順次表示態様を判断していく。そこで、この判
断結果に基づいて、プログレスバーを構成する情報として、特徴情報が出現するコンテン
ツ再生位置、さらにはその再生位置における特徴情報の表示態様（色の濃淡）を関連付け
た情報、即ち特徴情報付プログレスバー構成情報を生成する。
　生成された特徴情報付プログレスバー構成情報は、表示手段０４０８がこれをＡＶ装置
のディスプレイ画面などに表示する。図２、図３で示したものは、このようにして生成さ
れた特徴情報付プログレスバー構成情報に基づいて表示した例である。
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【００２２】
　　（ＡＶ装置のハードウェア構成）
　次に、本実施例のＡＶ装置のハードウェア構成について説明する。
　図７は本実施例のＡＶ装置のハードウェア構成の一例を示す概略図である。本図に示す
ように、本例のＡＶ装置の特徴情報取得部は「記憶装置（記録媒体）」０７０１と、「メ
インメモリ」０７０２と、「ＣＰＵ」０７０３と、「Ｉ／Ｏ」０７０４などから構成され
る。特徴情報付プログレスバー構成情報生成部は「記憶装置（記録媒体）」と、「ＣＰＵ
」と、「メインメモリ」などから構成される。このほか、生成した構成情報に基づいて特
徴情報付プログレスバーを表示するための「ディスプレイ」０７０５などをＩ／Ｏに接続
する形で有していてもよい。これらは「システムバス」０７０６などのデータ通信経路に
よって相互に接続され、情報の送受信や処理を行う。記憶装置はＣＰＵによって実行され
る各種プログラムなどを記憶している。またメインメモリは、プログラムがＣＰＵによっ
て実行される際の作業領域であるワーク領域を提供する。また、このメインメモリや記憶
装置にはそれぞれ複数のメモリアドレスが割り当てられており、ＣＰＵで実行されるプロ
グラムは、そのメモリアドレスを特定しアクセスすることで相互にデータのやりとりを行
い、処理を行うことが可能になっている。本例では特徴情報取得プログラムと特徴情報付
プログレスバー構成情報生成プログラムとが記憶装置に記憶されており、これらのプログ
ラムは例えば電源投入とともに自動的に記憶装置から読み出されてメインメモリに常駐す
る。
【００２３】
　　（特徴情報の取得に係るハードウェア構成）
　まず、特徴情報の取得に係るハードウェア構成について説明する。ＣＰＵは特徴情報取
得プログラムを実行して特徴情報を取得する。具体的には、ＣＰＵが、例えば再生位置に
応じてコンテンツに含まれる特徴情報を抽出して、これをメインメモリのデータ領域に一
旦格納した後、記憶装置に記憶する。その際、ＣＰＵは当該特徴情報をそれぞれの特徴情
報の再生位置を示す情報と関連付けて取得する。この関連付けは例えばＡＶ装置に内蔵す
る時計により計測した特徴情報の出現箇所を再生開始からの経過時間で表す情報として取
得し、これを当該特徴情報と同じ領域に格納することでなされる。
　あるいは、コンテンツに含まれるデータを解析して計算により得られるデータを特徴情
報として生成したものを再生位置と関連付けて取得してもよい。かかる取得を行うための
ハードウェア構成については、別の実施例として後述する。
【００２４】
　　（特徴情報付プログレスバー構成情報生成に係るハードウェア構成）
　次に、特徴情報付プログレスバー構成情報生成に係るハードウェア構成について説明す
る。ＣＰＵは特徴情報付プログレスバー構成情報生成プログラムを実行し、まず、上記処
理によって記憶装置に記憶されている特徴情報をメインメモリのデータ領域に読み出す。
　また、記憶装置には、特徴情報の示す指標とプログレスバーにおける表示態様とを対応
付けたテーブル（表示態様対応テーブル）も記憶されている。上例に即せば、特徴情報の
示す指標は、コンテンツ再生位置に応じた観客の歓声にかかる受信音量をデシベル単位で
表したものであり、プログレスバーにおける表示態様は色の濃淡である。そして、両者の
対応づけは、例えば受信音量が４０デシベル以上の値を示す場面（コンテンツ再生位置）
は濃色（黒色）、２０デシベル以上４０デシベル未満の値を示す場面は中間色（灰色）、
その他の場面は淡色（白色）で表示するといった形でなされる。そこで、ＣＰＵは、この
表示態様対応テーブルをメインメモリに読み出し、上記の特徴情報を再生位置ごとにこの
テーブルと照合することにより、当該再生位置に応じた特徴情報に対応する表示態様の色
をプログラムの命令に従って読み取り、その結果を返す。一の再生位置についてかかる処
理を行うと、次の再生位置について同様の処理を行い、当該処理を終えるとさらに次の再
生位置というように順次処理を行い、以上の処理によって最終的にすべての再生位置につ
いて特徴情報に対応する表示態様の色が決定される。
　次に、ＣＰＵはプログレスバー内のそれぞれの再生位置にあたる領域を当該再生位置に
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応じた色で表示するようにプログレスバーの構成情報を生成する。具体的には、プログレ
スバー内の各再生位置を示す情報と再生位置の表示態様の色を関連付けるためにメインメ
モリの同じ領域に格納する。例えば、図５で示した例に即せば、再生位置が再生開始時か
ら開始後１分までの時間ブロックである場合に、当該再生位置に応じた特徴情報である観
客の歓声の大きさの最大値は１０．０デシベルであるので、ＣＰＵは上記テーブルと照合
してこの再生位置におけるプログレスバーの表示形態は淡色（白色）で表示することに決
定し、この表示態様を再生位置と関連付けた情報をメインメモリに格納する。他の再生位
置においても同様の判断、決定が順次行われ、最終的にコンテンツの全再生位置に対応し
た特徴情報の表示態様が再生位置と関連付けられた形でメインメモリに格納される。以上
により、特徴情報付プログレスバー構成情報の生成処理が完了する。このようにして生成
された特情報付プログレスバー構成情報は、これを表示手段がプログレスバー上に当該表
示態様にて表示することが可能となる。
【００２５】
　　（構成の目的）
　以上の構成は、コンテンツの概要をプログレスバーという小さな領域に表示することを
可能にし、もって、多くのコンテンツに関する情報を一画面に表示することを可能ならし
めることを目的とする。また、このようにプログレスバーに表示することで、特徴情報を
時間軸に対して一次の関係に配列することできるようにし、コンテンツを選択するユーザ
が、それぞれの特徴情報が出現する場面がコンテンツ全体のどこに位置するのかを一目瞭
然に知ることができるようにすることを目的とする。
　なお、このようなユーザにとっての利便性をさらに追求するため、既述のように、特徴
情報付プログレスバーとともにサムネイル表示やダイジェスト映像の表示も合わせて一画
面に表示できるようにしてもよい。
【００２６】
　<処理の流れ>
　図８は、本実施例のＡＶ装置における処理の流れの一例を示す図である。当該処理の流
れは、以下の流れからなる。
　まず、特徴情報取得ステップＳ０８０１において、ＡＶ装置は、コンテンツ再生位置に
応じたコンテンツの特徴を示す情報である特徴情報を取得する。具体的には、ＡＶ装置は
、コンテンツに含まれる特徴情報をコンテンツの再生位置と関連付けて抽出する。あるい
はデータやコンテンツを解析して計算により得られるデータをコンテンツの再生位置と関
連付けることにより特徴情報として取得する。
　次に、特徴情報付プログレスバー構成情報生成ステップＳ０８０２において、ＡＶ装置
は、前記特徴情報取得ステップにて取得した特徴情報をコンテンツ再生位置に応じて表示
する特徴情報付プログレスバーを構成するための情報である特徴情報付プログレスバー構
成情報を生成する。
【００２７】
　図９は、特徴情報付プログレスバー構成情報生成ステップにおける、より詳細な処理の
流れの一例を上述の観客の歓声の大きさを色の濃淡で表示する場合の例で示す図である。
　ＡＶ装置は、まず、特徴情報付プログレスバー構成情報生成プログラムを実行し、上記
処理によって記憶装置に記憶されている特徴情報（観客の歓声の大きさを示す情報）を読
み出す（ステップＳ０９０１）。
　次に、ＡＶ装置は、特徴情報の示す指標とプログレスバーにおける表示態様とを対応付
けたテーブル（表示態様対応テーブル）を読み出す（ステップＳ０９０２）。
　次に、ＡＶ装置は、ステップＳ０９０１にて読み出した特徴情報と、ステップＳ０９０
２にて読み出した表示態様対応テーブルとを照合して、再生位置に応じた特徴情報の表示
態様を判断する。そこで、まず第一時間ブロックから順次第Ｎ個目の時間ブロック（Ｎは
自然数）の特徴情報と表示態様を照合する（ステップＳ０９０３、Ｓ０９０４）。そして
、当該時間ブロックにおける特徴情報（受信音量の最大値）がいくらかを判断し（ステッ
プＳ０９０５）、その判断結果が特徴情報は２０デシベル未満との判断結果であれば、表
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示態様を淡色に決定し、この判断・決定結果を再生位置と表示態様を関連付けた情報とし
てメインメモリに格納する（ステップＳ０９０６）。また、２０デシベル以上４０デシベ
ル未満であれば中間色（ステップＳ０９０７）に、４０デシベル以上であれば濃色に決定
する（ステップＳ０９０８）。この判断・決定はコンテンツの時間ブロックごとに、最初
のブロックから最後のブロックまで順次実行される（ステップＳ０９０９、Ｓ０９１０）
。そして、すべての時間ブロック、即ちすべての再生位置について判断・決定がなされ、
その結果がメインメモリに格納されると処理終了となる。
【００２８】
　<効果>
　本実施例の発明により、大容量の記憶装置に記憶された多くのコンテンツを再生する処
理が可能なＡＶ装置において、ユーザが簡単にコンテンツの内容を知って所望のコンテン
ツを選択できるようにするため、これらコンテンツの内容を知るための情報を一画面内に
コンパクトに表示できる装置を提供することが可能となる。また、コンテンツ内での特徴
的な映像の情報を時間軸に対して一次の関係に配列して表示することで、ユーザがコンテ
ンツ内での当該映像の再生位置を一覧的に知ることができ、もって所望の位置からの再生
を容易に行えるような装置を提供することが可能となる。
【実施例２】
【００２９】
　<概要>
　本実施例のＡＶ装置は、実施例１と基本的に共通する。ただし、本実施例のＡＶ装置は
、特徴情報取得部が任意のコンテンツの特徴情報元データに対して共通の変換処理をする
ことで、複数のコンテンツ間で定量比較可能な指数型の特徴情報である共通特徴情報を取
得する手段を有する点に特徴を有する。
【００３０】
　<構成>
　　（全般構成・用語の定義）
　図１０は、本実施例のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す。本例のＡＶ装置は基本的
に実施例１のＡＶ装置と共通する。ただし、本図に示すように、本例の「ＡＶ装置」１０
００の「特徴情報取得部」１０１０は、「共通特徴情報取得手段」１０１１を有する。
　「共通特徴情報取得手段」は、共通特徴情報を取得するように構成されている。
　「共通特徴情報」とは、任意のコンテンツの特徴情報元データに対して、共通の変換処
理をすることで複数のコンテンツ間で定量比較可能な指数型の特徴情報をいう。つまり、
ここでいう共通の変換処理は、複数コンテンツ間で定量比較が可能であるように同一の基
準でなされる変換処理を指す。例えば、複数のスポーツ中継番組の観客の歓声の大きさを
比較するために、コンテンツの受信音量中から、同一の周波数帯域データを用いて観客の
歓声を抽出してデシベル数で表したものや、さらにこれを一定時間ごとの時間ブロックに
区切って各ブロック内の歓声の最大値を表したものは、共通の変換処理がなされたものに
該当する。これに対して、例えば、各コンテンツごとに受信音量の平均値を基準として、
経過時間に応じてそこからの乖離状況をデシベル数で表したものや、各コンテンツごとに
再生開始位置における受信音量を基準としてそこからの乖離状況をデシベル数で表したも
のを複数コンテンツ間で比較しても、基準となる受信音量の平均値や再生開始位置の音量
がコンテンツごとに異なるので、「共通の変換処理」にはあたらない。
【００３１】
　図１１は、特徴情報元データから共通特徴情報を取得するまでの処理過程を、任意のコ
ンテンツが２個のスポーツ中継番組である「スポーツＡ´」と「スポーツＢ´」である場
合の例で示す概念図である。本例では、「特徴情報元データ」は、「スポーツＡ´」、「
スポーツＢ´」のそれぞれにおける経時的な受信音量を示すデータである。この中には、
観客の歓声のほか、アナウンサーの実況アナウンス、観客の拍手、応援団の鳴らす鼓笛の
音など、受信したすべての音声データが含まれる。なお、本例は図示の便宜上「スポーツ
Ａ´」は５分間の番組、「スポーツＢ´」は３分間の番組という設例としたが、実際の長
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時間の番組でも以下に示す処理過程は同じである。
　この場合、これらの元データに対する共通の変換処理として、まず（１）受信音量の中
から観客の歓声の大きさを示す情報とアナウンサーの実況アナウンスの声の大きさなどを
示す情報とを区別し、前者だけを抽出する処理がなされる。この処理は例えば観客の歓声
と実況アナウンスなどの周波数帯域が異なる場合に、受信した音声データ中から、例えば
予め保持している前者の周波数帯域データに基づいて当該帯域の音声のみを取得すること
により行われる。次に、（２）上記処理によって経時的に取得した観客の歓声の大きさを
示すデータを１分間ごとの時間ブロックに分け、各時間ブロック内における音量の最大値
を示すデータを取得する。こうして得られたデータが複数のコンテンツ間で定量比較可能
な指数型の特徴情報ということになる。例えば本図の場合、「スポーツＡ´」の特徴情報
は第一時間ブロックにおける音量の最大値が１８．０デシベル、第二時間ブロックにおけ
る音量の最大値が２０．５デシベル、第三時間ブロックにおける音量の最大値が４２．５
デシベルであるなどのデータであり、また「スポーツＢ´」の特徴情報は第一時間ブロッ
クにおける音量の最大値が１２．０デシベル、第二時間ブロックにおける音量の最大値が
３８．５デシベルであるなどのデータである。そこで、両コンテンツの特徴情報を定量比
較することが可能であり、音量の最大値は「スポーツＡ´」の第三時間ブロックの４２．
５デシベルであることなどがわかる。
【００３２】
　こうして得られた特徴情報は、前述のようにプログレスバーに色の濃淡などの表示態様
により表示することが可能となる。
　この表示に際しては、コンテンツごとに一つずつプログレスバーを別々に表示するよう
にしてもよい（図２、図３はかかる例である）が、このほか複数のコンテンツのプログレ
スバーを並べて表示するようにしてもよい。図１２はこのような表示例である。このうち
（ａ）に示したものは、図２と同じ「スポーツＡ」、「スポーツＢ」にかかる二つのプロ
グレスバーを並べて表示したものである。さらに、（ｂ）は、二つのコンテンツの特徴情
報元データに対する共通の変換処理として、さらに両者のデータの差を計算し、その計算
結果をプログレスバーに表示したものである。本図の例では、「スポーツＣ」、「スポー
ツＤ」という同一再生時間の２個のコンテンツについて、観客の歓声の大きさにかかる特
徴情報を上例と同じ要領で取得するとともに、さらに時間ブロックごとの差を計算したと
ころ、図には数字は示していないが、第一時間ブロックにおける「スポーツＣ」の音量最
大値が２８．０デシベル、「スポーツＤ」のそれが１６．０デシベルであったとする。こ
の場合「スポーツＣ」の最大値から「スポーツＤ」の最大値を減じた差が１２．０デシベ
ルであるので、これをプログレスバーのうち「スポーツＣ」の第一時間ブロックに対応す
る位置に表示する。同様に、第二時間ブロックにおける差が－５．５デシベルの場合（即
ち「スポーツＤ」の最大値の方が大きい場合）には、プログレスバーのうち「スポーツＤ
」の第二時間ブロックに対応する位置に、差分に応じた大きさで表示する。その余の時間
ブロックについても同様に表示する。
　なお、このようにプログレスバーを並べて表示する場合であっても、個々のプログレス
バーはあくまで一つのコンテンツに対応する独立したプログレスバーである。例えば、図
１２（ｂ）の例でも、上側に「スポーツＣ」のプログレスバー、下側に「スポーツＤ」の
プログレスバーが並べて表示されているにすぎず、コンテンツと一対一に対応しない新た
なプログレスバーが表示されるわけではない。このことは、かかる例のプログレスバーも
、本発明にいう「取得した特徴情報をコンテンツ再生位置に応じて表示する特徴情報付プ
ログレスバー」の定義に含まれ、本発明の技術的範囲内であることを示す。また、特徴情
報が他コンテンツとの差分として表示されることも、共通特徴情報即ち「複数のコンテン
ツ間で定量比較可能な指数型の特徴情報」の一例に該当し、本実施例の発明に当然含まれ
るものである。
【００３３】
　　（構成の目的）
　以上の構成は、複数のコンテンツ間における同一の種類の特徴情報の出現の仕方を同一
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の基準で比較することができるようにすることを目的とする。図１１の例に即せば、特徴
情報である音量の最大値を複数のコンテンツ間で定量的に比較した結果がプログレスバー
の色の濃淡に反映されるので、ユーザは両コンテンツ間の特徴を単一の基準で比較するこ
とができる。この結果、ユーザは、もっとも観客の歓声が大きい場面を含むコンテンツは
「スポーツＡ´」であることや、当該場面が「スポーツＡ´」の第三時間ブロックである
ことをプログレスバーの色の濃さによって知ることができ、再生対象として「スポーツＡ
´」を選択したり、当該コンテンツの第三時間ブロックから再生を開始したりといったこ
とができるようになる。さらに、図１２に示したようにプログレスバーを並べて表示する
例は、この比較をより容易に行えるようにすることを目的とする。
【００３４】
　　（ハードウェア構成）
　次に、本実施例のＡＶ装置のハードウェア構成について説明する。
　図１３は、本実施例のＡＶ装置のハードウェア構成の一例を示す概略図である。本図に
示すように、本例のＡＶ装置の特徴情報取得部（共通特徴情報取得手段を含む。）は「記
憶装置（記録媒体）」１３０１と、「メインメモリ」１３０２と、「ＣＰＵ」１３０３と
、「Ｉ／Ｏ」１３０４などから構成される。特徴情報付プログレスバー構成情報生成部は
「記憶装置（記録媒体）」と、「ＣＰＵ」と、「メインメモリ」などから構成される。こ
のほか、生成した構成情報に基づいて特徴情報付プログレスバーを表示するための「ディ
スプレイ」１３０５などをＩ／Ｏに接続する形で有していてもよい。これらは「システム
バス」１３０６などのデータ通信経路によって相互に接続される。
【００３５】
　ここで、共通特徴情報の取得に係る構成について、上述の複数のコンテンツ「スポーツ
Ａ´」、「スポーツＢ´」の観客の歓声の大きさを示す情報を共通特徴情報として取得す
る場合の例で説明する。その余の構成は実施例１と同じであるから省略する。
　ＣＰＵは、Ｉ／Ｏを介して受信したコンテンツ全体の経時的な受信音量データの中から
、予め保持する観客の歓声の周波数帯域を示すデータと照合して、当該周波数帯域に属す
る音声データの受信音量を経時的に抽出して、メインメモリに一旦格納する。次に、内蔵
する時計などを利用して取得したコンテンツの時間経過情報を用いて、上記の経時的な観
客の歓声の大きさにかかるデータをコンテンツ再生位置に応じた特徴情報として取得し、
それぞれの特徴情報と再生位置を同一の格納領域に格納する。次に、ＣＰＵはコンテンツ
の時間ブロックごとに、上記特徴情報中の最大値を示すデータを取得し、当該時間ブロッ
クとともにメインメモリに格納する。ＣＰＵは以上の処理を「スポーツＡ´」、「スポー
ツＢ´」の両コンテンツについて行う。この結果、両コンテンツ間で定量比較可能な指数
型の特徴情報である「時間ブロックごとの観客の歓声の受信音量の最大値」という共通特
徴情報が得られるので、これをプログレスバーに色の濃淡で表示することにより、ユーザ
が両コンテンツ間の特徴を単一の基準で比較することとが可能となる。
【００３６】
　<処理の流れ>
　図１４は、本実施例のＡＶ装置における処理の流れの一例を示す図である。
　まず、変換処理対象となる複数のコンテンツが存在するか否かの判断ステップにて「あ
り」と判断された場合、ＡＶ装置は、特徴情報元データ取得ステップＳ１４０２において
、当該複数の変換対象コンテンツの特徴情報元データを取得する。例えば、ＡＶ装置は、
コンテンツの特徴情報元データとして、２個のスポーツ中継番組の受信音量データを取得
する。
　次に、共通変換処理ステップＳ１４０３において、ＡＶ装置は、前記コンテンツの共通
の変換処理をすることで複数のコンテンツ間で定量比較可能な指数型の特徴情報を取得す
る。例えば、ＡＶ装置は、２個のスポーツ中継番組の受信音量データ中から観客の歓声の
大きさを示すデータを周波数帯域データを用いて取得するとともに、時間ブロックごとの
最大値を抽出する変換処理を行う。処理済みデータは、コンテンツＩＤと関連付けて保存
される（ステップＳ１４０４）。



(14) JP 2008-98726 A 2008.4.24

10

20

30

40

50

　次に、他コンテンツとの間で特徴情報の比較表示をするか否かの判断ステップＳ１４０
５で、比較表示すると判断された場合、ＡＶ装置は、当該比較表示のための複数の特徴情
報付プログレスバー構成情報を生成する（ステップＳ１４０６）。これにより複数の特徴
情報を比較表示可能な形でプログレスバーに付加して表示することが可能となる。
【００３７】
　<効果>
　本実施例の発明により、複数のコンテンツ間における同一の種類の特徴情報の出現の仕
方を同一の基準で比較することができるようになり、ユーザは両コンテンツ間の特徴を単
一の基準で比較することができる。
【実施例３】
【００３８】
　<概要>
　本実施例のＡＶ装置は、実施例１又は２のＡＶ装置と基本的に共通するが、特徴情報付
プログレスバー構成情報生成部は、特徴情報に応じた表示色をプログレスバーに表現する
ための表示色構成情報を生成する手段を有する点に特徴を有する。
【００３９】
　<構成>
　　（構成の特徴・用語の定義）
　図１５は、本実施例のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す図である。本例のＡＶ装置
は実施例１又は２の装置と基本的に共通する。ただし、本図に示すように本例の「ＡＶ装
置」１５００の「特徴情報付プログレスバー構成情報生成部」１５２０は、「表示色構成
情報生成手段」１５２１を有する。
　「表示色構成情報生成手段」は、特徴情報に応じた表示色をプログレスバーに表現する
ための表示色構成情報を生成するように構成されている。
　「特徴情報に応じた表示色」とは、例えば実施例１で図２を用いて示したように、一種
類の特徴情報について、当該特徴情報が強く現れるところは濃色（黒色）、やや強く現れ
るところは中間色（灰色）、弱く現れるところは淡色（白色）というように特徴情報の出
現の仕方に応じて表示色を変える場合のそれぞれの表示色を指す。この場合、特徴情報に
応じた区分はこのような３段階に限らず、２段階やあるいは４段階以上であってもよい。
さらに、特徴情報に応じた区分を段階的に設けず、無段階とし、表示色も無段階的に表示
されるようにしてもよい。また、図２の例のような無彩色表示に限らず、有彩色表示であ
ってもよく、その場合の表示色数も問わない。
　また、異なる種類の特徴情報についてそれぞれのプログレスバーに付加して表示する場
合に、これらの特徴情報のそれぞれについて、異なった表示色で表示する場合も、ここで
いう「特徴情報に応じた表示色」による表示に含まれる。
【００４０】
　図１６は、このような場合の画面表示の一例を示す。本図の例は、「スポーツＡ」につ
いては図２と同様に特徴情報である観客の歓声の大きさを三段階に分けて濃色（黒色）１
６０２ａ、中間色（灰色）１６０２ｂ、淡色（白色）１６０２ｃで表示し、「スポーツＢ
」については、特徴情報はコマーシャルの挿入の有無であって、挿入されている再生位置
を濃色（赤色）１６０２ｄ、挿入されていない再生位置を淡色（淡いピンク色）１６０２
ｅで表示する場合の例である。本図では説明の便宜上一の画面内に二つの異なるコンテン
ツについて異なる種類の特徴情報を付加したプログレスバーを表示したが、一の画面内に
一のコンテンツ（例えば「スポーツＡ」）のある特徴情報（例えば観客の歓声の大きさ）
を付加したプログレスバーだけをある表示色（例えば黒色等）で表示し、これを他のコン
テンツ（例えば「スポーツＢ」）に切り換えると異なる種類の特徴情報（例えばコマーシ
ャルの挿入の有無）を異なる表示色（例えば赤色等）で表示するようにしてもよい。また
、同一のコンテンツ（例えば「スポーツＡ」）についてある特徴情報（例えば観客の歓声
の大きさ）を他の種類の特徴情報（例えばコマーシャルの挿入の有無）に切り換えると、
当該プログレスバーの表示色が異なる表示色（例えば赤色等）に切り換わるようなもので
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あってもよい。また以上の例はコンテンツのジャンル自体は同じであり、従って実施例３
で示したような共通の変換処理を行って定量比較可能に表示することもできるコンテンツ
の例であるが、これと異なり、コンテンツのジャンル自体も例えばスポーツ中継番組とド
ラマのように異なっている場合でもよい。
　なお、図１６にも示したように、一画面内に異なる種類の特徴情報を付したプログレス
バーを同時に表示する場合はこれらの場合に、番組タイトル等を表示するボックス内など
に特徴情報の種類を「歓声」、「ＣＭ」といった文字やこれらを象徴する記号その他の模
様あるいは色彩などにより区別可能に表示するようにしてもよい。
【００４１】
　また、ＡＶ装置は、特徴情報に応じた表示色をプログレスバーに表現することを可能に
するため、記憶装置などに予め表示色データを保持している。そして、実施例１で述べた
構成に従い、コンテンツの再生位置に応じた特徴情報のプログレスバー上での表示態様（
例えば色の濃淡）を決定するに際して、表示態様に従った表示色での表示を実現するため
、特徴情報付プログレスバー構成情報生成部はまず該当する表示色データＩＤを読み出す
。この表示色データＩＤは表示色データを識別するために、表示色データに対して一対一
で紐付けられたものである。そして、特徴情報に応じた表示色構成情報を生成する際には
、表示色構成情報生成手段が上記の表示色データＩＤに紐付けられた表示色データを読み
出して再生位置ごとに表示態様に関連付ける。これにより、プログレスバーの各再生位置
における表示色が特定され、プログレスバー上に表現可能となる。
【００４２】
　　（ハードウェア構成）
　次に、本実施例のＡＶ装置のハードウェア構成について説明する。
　図１７は、本実施例のＡＶ装置のハードウェア構成の一例を示す概略図である。本図に
示すように、本例のＡＶ装置の特徴情報取得部は「記憶装置（記録媒体）」１７０１と、
「メインメモリ」１７０２と、「ＣＰＵ」１７０３と、「Ｉ／Ｏ」１７０４などから構成
される。特徴情報付プログレスバー構成情報生成部（表示色構成情報生成手段を含む。）
は「記憶装置（記録媒体）」と、「ＣＰＵ」と、「メインメモリ」などから構成される。
このほか、生成した構成情報に基づいて特徴情報付プログレスバーを表示するための「デ
ィスプレイ」１７０５などをＩ／Ｏに接続する形で有していてもよい。これらは「システ
ムバス」１７０６などのデータ通信経路によって相互に接続される。
　このうち表示色構成情報の生成を含む特徴情報付プログレスバー構成情報の生成に係る
ハードウェア構成は以下のとおりである。なお、その余の構成は、実施例１と同様である
。
　実施例１で述べたハードウェア構成に従い、特徴情報付プログレスバー構成情報生成プ
ログラムを実行して特徴情報の示す指標と表示態様の対応付けを再生位置ごとに行うに際
して、ＣＰＵは、まず、表示態様対応テーブルを読み出し、特徴情報に応じた表示態様を
再生位置に応じて決定するとともに、そこに記載されている表示態様に対応する表示色を
表現するための表示色データの表示色データＩＤを読み出し、メインメモリに一旦格納す
る。次にＣＰＵは、特徴情報付プログレスバー構成情報を生成するための処理を行うが、
その際、ＣＰＵは、特徴情報の表示態様の表示色を再生位置ごとに表現するため、上述の
処理によってメインメモリに格納された表示色データＩＤに紐付けられた表示色データを
再生位置ごとに順次読み出し、これに関連付けることにより表示色構成情報の生成を行う
。そして、かかる処理により生成される表示色構成情報に基づく表示色での表現を含むプ
ログレスバー構成情報が、実施例１で述べた構成に従い生成されることで、プログレスバ
ー構成情報の生成処理が完了する。
【００４３】
　<処理の流れ>
　図１８は、本実施例のＡＶ装置における特徴情報付プログレスバー構成情報の生成にか
かる処理の流れの一例を示す図である。本図の流れは基本的に図９で示した実施例１の流
れと共通する。ただし、ステップＳ１８０６ないしＳ１８０８においてプログレスバーの
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表示態様（本例では色の濃淡）が決定されると、表示色データＩＤの読出しステップＳ１
８０９において、ＡＶ装置はそれぞれの表示態様に応じて表示色を構成するための表示色
データを識別するための表示色データＩＤを読み出す。
　次に、特徴情報と表示色データの関連付けステップＳ１８１０において、ＡＶ装置は、
それぞれの表示態様に対応する特徴情報に応じた表示色をプログレスバーに表現するため
、当該表示色データの表示色データＩＤに紐付けられた表示色データを読み出し、これを
当該表示態様での表現を行う再生位置情報に関連付ける。これによって、再生位置ごとの
表示色を含めた表示態様が決定され、プログレスバー上での表現が実現可能となる。
　その余の流れは実施例１と同様である。
【００４４】
　<効果>
　本実施例の発明により、特徴情報に応じた表示色によるプログレスバーの表示が可能と
なり、ユーザによる特徴情報の比較が一層容易となる。
【実施例４】
【００４５】
　<概要>
　本実施例のＡＶ装置は、基本的に実施例１から３のいずれか一のＡＶ装置と共通するが
、特徴情報取得部は、特徴情報を取得するために複数の計算方法から計算方法を選択して
利用するための手段を有し、特徴情報付プログレスバー構成情報生成部は、計算方法に応
じた表示色をプログレスバーに表現するための情報（計算色構成情報）を生成する手段を
有する点に特徴を有する。
【００４６】
　<構成>
　　（構成の概要、用語の定義）
　図１９は、本実施例のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す。本例のＡＶ装置は実施例
１から３のいずれか一の装置と基本的に共通する。ただし、本図に示すように、本例の「
ＡＶ装置」１９００の「特徴情報取得部」１９１０は、「選択手段」１９１２を有し、「
特徴情報付プログレスバー構成情報生成部」１９２０は、「計算色構成情報生成手段」１
９２２を有する。
　「選択手段」は、特徴情報を取得するために複数の計算方法から計算方法を選択して利
用するためのものである。
　「計算色構成情報生成手段」は、計算方法に応じた表示色をプログレスバーに表現する
ための情報である「計算色構成情報」を生成するように構成されている。
　ここでいう「計算」には、コンピュータのＣＰＵが行う処理を広く含む。従って、プロ
グラムの命令に従ってコンテンツに付加されている情報を単に取得する処理や、予め保持
された複数の情報群の中から一定の基準に従って一の情報を選択する処理などもここでい
う計算に含まれる。
【００４７】
　　（複数の計算方法の例）
　「複数の計算方法」の例としては、例えば、スポーツ中継番組の特徴情報として、受信
音量の中から観客の歓声の大きさを周波数帯域データに基づいて時間ブロックごとにその
最大値を特徴情報として抽出するための計算方法と、映像の動きの速さを分割された画面
ごとの動きベクトルの大きさに基づいて特徴情報として抽出するための計算方法とがある
場合が挙げられる。選択手段がこれら複数の計算方法のうちどれを選択するかは、予め定
められたルールに従う。ルールの一例としては、コンテンツのタイトルに「サッカー」な
ど所定のキーワードが含まれる場合は観客の歓声の大きさを特徴情報として抽出するため
の計算方法を選択し、コンテンツのタイトルに「野球」など所定のキーワードが含まれる
場合は映像の動きの速さを特徴情報として抽出するための計算方法を選択するといったも
のが挙げられる。
　あるいは、以上の計算方法の選択を、予め定められたルールに従うのではなくユーザの
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選択に基づいて行うようにしてもよい。かかる場合の具体的構成については別の実施例と
して後述する。
【００４８】
　次に、これらの場合における計算方法に応じた表示色の例としては、例えば上の観客の
歓声の大きさを特徴情報として抽出するための計算方法を選択した場合は、当該特徴情報
をプログレスバーに表示する際に無彩色（黒色、灰色、白色の三段階）で表示し、映像の
動きの速さを計算方法として選択した場合は青色系の有彩色（濃い青色、水色、淡い水色
の三段階）で表示する場合などが該当する。
【００４９】
　　（計算方法の選択及び計算色構成情報の生成のための具体的構成）
　次に、計算方法の選択及び計算色構成情報の生成のための具体的構成の一例について説
明する。例えば、コンテンツがスポーツ中継番組である場合、ＡＶ装置は特徴情報の抽出
のための計算方法として、（１）時間ブロックごとの観客の歓声の大きさを特定の周波数
帯域の音量の最大値を抽出することで計算する方法、（２）映像の動きの速さを分割され
た画面ごとの動きベクトルの大きさを単位ベクトルに対する比率で表したものの平均値に
基づいて計算する方法の二つの計算方法を計算方法データとして予め保持している。また
、ＡＶ装置は、上述のルールを定めるテーブルであって、計算方法を選択するための選択
基準と基準に該当する場合に選択される計算方法を対応付けたテーブル（以下「計算方法
選択テーブル」という。）を保持している。さらにＡＶ装置は、選択された計算方法に応
じた表示色を選択するために計算方法と表示色を対応付けたテーブル（以下「表示色選択
テーブル」という。）も保持している。
　計算方法選択テーブルは、例えば図２０に示すように、選択基準であるタイトル中に含
まれるキーワード２００１と計算方法２００２を対応付けたテーブルであり、例えばタイ
トル中に含まれるキーワードが「サッカー」、「ラグビー」等所定の語である場合には、
計算方法として観客の歓声の大きさを抽出する方法が対応付けられている。また、表示色
選択テーブルは、例えば図２１に示すように、計算方法２１０１と表示色２１０２を対応
付けたテーブルであり、例えば計算方法が観客の歓声の大きさを抽出する方法の場合は、
表示色として無彩色が対応付けられている。さらに、表示色選択テーブルは本図に示すよ
うに、それぞれの計算方法について、その計算結果に応じた具体的な表示色（濃淡の区別
）まで対応付けたものであってもよい。
　そこで、ＡＶ装置があるスポーツ中継番組を受信した場合に、選択手段はまず、ＥＰＧ
（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）情報などを用いて当該番組のタ
イトルを取得し、当該タイトルに含まれるキーワードを検索する。この結果、タイトルに
「サッカー」というキーワードが含まれていたとすると、次に選択手段は、図２０のテー
ブルを参照して、このキーワードに対応する当該番組の特徴情報の取得のための計算方法
として、観客の歓声の大きさを抽出するとの計算方法を選択する。次に選択手段は、図２
１のテーブルを参照して、この計算方法に応じた表示色として無彩色（歓声の大きさのレ
ベルに応じて黒色、灰色、白色の三段階の表示色）を選択する。
　以上の構成により選択された表示色に従って、再生位置に応じた特徴情報を特徴情報付
プログレスバーに表示するための特徴情報付プログレスバー構成情報が生成されるのであ
るが、この生成にかかる構成は、既に実施例１において図４などを用いて説明したところ
と同様である。
【００５０】
　　（ハードウェア構成）
　次に、本実施例のＡＶ装置のハードウェア構成について説明する。
　図２２は本実施例のＡＶ装置のハードウェア構成の一例を示す概略図である。本図に示
すように、本例のＡＶ装置の特徴情報取得部（選択手段を含む。）は「記憶装置（記録媒
体）」２２０１と、「メインメモリ」２２０２と、「ＣＰＵ」２２０３と、「Ｉ／Ｏ」２
２０４などから構成される。特徴情報付プログレスバー構成情報生成部（計算色構成情報
生成手段を含む。）は「記憶装置（記録媒体）」と、「ＣＰＵ」と、「メインメモリ」な
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どから構成される。このほか、生成した構成情報に基づいて特徴情報付プログレスバーを
表示するための「ディスプレイ」２２０５などをＩ／Ｏに接続する形で有していてもよい
。これらは「システムバス」２２０６などのデータ通信経路によって相互に接続される。
　ここでは、選択手段による選択と、計算色構成情報生成手段による計算色構成情報の生
成にかかるハードウェア構成の一例について説明する。その余の構成については実施例１
から３のいずれか一と同じであるから説明を省略する。
【００５１】
　まず、選択手段による計算方法の選択にかかる構成について説明する。記憶装置には予
め計算方法選択テーブルと表示色選択テーブルとが保持されている。これらのテーブルの
一例は図２０、図２１に示したとおりである。
　そこで、ＣＰＵは、例えばＩ／Ｏを介して受信したあるスポーツ中継番組の特徴情報に
かかる計算方法を選択する場合、まず、メインメモリに計算方法選択テーブルを読み出す
とともに、番組タイトルに含まれるキーワードをＥＰＧデータ等から取得する。そして、
当該取得したキーワードに対応する計算方法を、計算方法選択テーブルを参照することに
より選択する。本例では、キーワードに「サッカー」が含まれているため観客の歓声の大
きさを特徴情報として取得するための計算方法が選択されたものとする。選択された計算
方法は一旦メインメモリのデータ領域に格納される。
　次に、ＣＰＵは、記憶装置から表示色選択テーブルをメインメモリに読み出すとともに
、上記の計算方法を読み出し、当該テーブルを参照して表示色を選択する。本例では、計
算方法が観客の歓声の大きさを特徴情報として取得するためのものであるので、表示色と
して無彩色（黒色、灰色、白色の三段階による表示色）が選択される。
【００５２】
　<処理の流れ>
　図２３は、本実施例のＡＶ装置における処理の流れの一例を示す図である。
　まず、計算方法の選択ステップＳ２３０１において、ＡＶ装置は、計算方法を選択する
。
　次に、計算色構成情報の生成ステップＳ２３０２において、ＡＶ装置は、前記ステップ
Ｓ２３０１で選択した計算方法に応じた表示色をプログレスバーに表示するための計算色
構成情報を生成する。その余の流れは、実施例１で説明した処理の流れと同様である。
【００５３】
　図２４は、以上の処理の流れのうち、計算方法の選択ステップ及び計算色構成情報の生
成ステップにおける処理の流れの一例を、上記の例に即して示す図である。
　まず、ＡＶ装置は、記憶装置に記憶されている計算方法選択テーブルをメインメモリに
読み出す（ステップＳ２４０１）。
　次に、ＡＶ装置は、前記ステップＳ２４０１にて読み出したテーブルを参照して、計算
方法を選択するためのコンテンツのタイトルに含まれるキーワードを検索する（ステップ
Ｓ２４０２）。
　次に、ＡＶ装置は、検索したキーワードに対応する計算方法を選択するため、キーワー
ドが何かを判断する。本例ではまずキーワードにサッカーなど観客の歓声の大きさを抽出
する計算方法に対応する語が含まれているか否か判断する（ステップＳ２４０３）。この
結果、「含まれている」と判断した場合には、計算方法として観客の歓声の大きさを抽出
する計算方法を選択する（ステップＳ２４０４）。
　次に、ＡＶ装置は、記憶装置に記憶されている表示色選択テーブルをメインメモリに読
み出す（ステップＳ２４０５）。
　次に、ＡＶ装置は、前記ステップＳ２４０５にて読み出したテーブルを参照して、当該
計算方法に対応する表示色として、無彩色を選択する（ステップＳ２４０６）。
【００５４】
　一方、前記ステップＳ２４０３における判断結果が「含まれていない」との結果の場合
、ＡＶ装置は、キーワードに野球など映像の速さを抽出する計算方法に対応する語が含ま
れているか否かの判断を行い（ステップＳ２４０７）、「含まれている」と判断した場合
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には、計算方法として映像の動きの速さを抽出する計算方法を選択する（ステップＳ２４
０８）。
　次に、ＡＶ装置は、記憶装置に記憶されている表示色選択テーブルをメインメモリに読
み出し（ステップＳ２４０９）、前記ステップＳＳ２４０９にて読み出したテーブルを参
照して、当該計算方法に対応する表示色として、有彩色（青色系）を選択する（ステップ
Ｓ２４１０）。
　なお、キーワードに観客の歓声の大きさを抽出する計算方法に対応する語が含まれてい
るか否かの判断と、映像の速さを抽出する計算方法に対応する語が含まれているか否かの
判断の順序は逆でもよい。また、いずれの場合にも、表示色選択テーブルの読出しを計算
方法の選択より先に行ってもよい。
【００５５】
　<効果>
　本実施例の発明により、特徴情報を抽出するための計算方法に応じた表示色によるプロ
グレスバーの表示が可能となり、ユーザの比較が一層容易となる。
【実施例５】
【００５６】
　<概要>
　本実施例のＡＶ装置は、実施例４のＡＶ装置と基本的に共通するが、特徴情報取得部は
、特徴情報を取得するために利用する計算方法と、コンテンツの属性を示す情報であるコ
ンテンツ属性情報とを予め関連付けて保持する手段を有する点に特徴を有する。
【００５７】
　<構成>
　図２５は、本実施例のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す図である。本例のＡＶ装置
は、基本的に実施例４の装置と共通する。ただし本図に示すように、本例の「ＡＶ装置」
２５００の「特徴情報取得部」２５１０は、「選択手段」２５１２に加え、「計算方法保
持手段」２５１３を有する。
　「計算方法保持手段」は、特徴情報を取得するために利用する計算方法と、コンテンツ
の属性を示す情報である「コンテンツ属性情報」とを予め関連付けて保持するように構成
されている。
【００５８】
　コンテンツ属性情報の例としては、コンテンツの属するジャンル（例えば、スポーツ、
ドラマ、報道など）、コンテンツのタイトル、再生所要時間などのほか、放送コンテンツ
の場合はこれらに加え、放送チャンネル、放送日時、コマーシャルの有無や位置などが該
当する。また、コンテンツの映像に関する属性情報として、カラー／モノクロの別、動画
／静止画の別、３Ｄ映像／２Ｄ映像の別などや特定の俳優・選手などの出現の有無や位置
などが該当する。さらに、音声に関する属性情報として、ステレオ／モノラルの別、副音
声の有無、音源の種類（例えば、観客の歓声、実況アナウンスなど）や音量などが該当す
る。なお、コンテンツ属性情報は、上に挙げたようなコンテンツの内容自体に関わるもの
（映像データ、音声データ自体が有する属性に関わるもの）のほか、瞬間視聴率のような
コンテンツに付随する属性に関わるものであってもよい。
【００５９】
　かかるコンテンツ属性情報の取得方法としては、例えば、以下のような方法が考えられ
る。
　放送コンテンツの場合、一つの方法として放送局より送信されるＥＰＧ情報等の放送デ
ータの中から、これをそのまま取得することが考えられる。この例として、ジャンル、タ
イトル、放送局名、再生所要時間等のデータが挙げられる。また、コマーシャルデータや
見どころデータのように、コンテンツの提供者がコンテンツに付加したデータやＩＤ等を
そのまま取得する場合も考えられる。瞬間視聴率の場合も、例えば過去に放送された際の
視聴率データを放送局やその他のコンテンツ提供者がコンテンツに付加したデータをその
まま取得することなどが考えられる。
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　また、放送局から送信されるデータをそのまま取得するのではなく、これに一定の解析
・計算を行うことによって取得するように構成されていてもよい。例えば、予め保持する
キーワードとジャンルを対応付けたテーブルを参照して、番組タイトル名中に含まれるキ
ーワードを用いてジャンルを判断して取得することが該当する。例えば、当該テーブルに
おいてキーワード「ニュース」とジャンル「報道」が対応付けられており、番組名中に「
ニュース」というキーワードが含まれている場合に、当該番組のジャンルを「報道」と判
断するといったごときである。
　さらに、映像や音声情報の解析によりコンテンツ属性情報を取得するようにしてもよい
。例えば、映像の明度・彩度・色相の解析、音量・音質の解析などにより取得することが
考えられる。また、特定場面（例えば画像認識方法を用いて特定の俳優や選手が登場する
場面のみを特定したもの）の検出やコマーシャルの挟み方（例えば一定時間内に一定回数
以上のコマーシャルが挿入されている場面）などから判断してコンテンツ属性情報として
取得するようにしてもよい。
　あるいは、ユーザが定義した属性に基づいてコンテンツ属性情報を取得するようにして
もよい。例えば、録画したコンテンツの保存先フォルダを「重要度Ａ」、「重要度Ｂ」な
どとユーザが設定しておき、録画予約時にユーザが当該コンテンツの保存先に指定したフ
ォルダに対応して「重要度Ａ」、「重要度Ｂ」などの区別をコンテンツ属性情報として取
得することなどが考えられる。
【００６０】
　計算方法とコンテンツ属性情報とを「予め関連付けて保持する」というのは、あるコン
テンツ属性情報に対しては、当該情報から特徴情報を抽出するための計算方法が最初から
特定されているということである。つまり、「計算方法とコンテンツ属性情報とを予め関
連付けて保持する」という場合の「コンテンツ属性情報」は、コンテンツ属性情報そのも
のではなく、コンテンツ属性情報の種類を特定しているにすぎない。例えば、コンテンツ
の属性が「サッカー」というキーワードを含むスポーツ中継番組であれば、そこから特徴
情報を抽出するための計算方法は観客の歓声の大きさの時間ブロックごとの最大値をデシ
ベル単位で取得する計算方法を用いるというように、コンテンツ属性情報の種類とそれに
対応する計算方法の関連付けが予めなされているということである。そして、その後に実
際に「サッカー」というキーワードを含むスポーツ中継番組であるというコンテンツ属性
情報が取得された際に、予め保持されたこの関連付けに基づいて、例えば観客の歓声の大
きさの時間ブロックごとの最大値をデシベル単位で取得する計算方法が選択されるという
ことである。
　なお、この関連付けは必ずしも一対一でなくてもよい。例えばコンテンツの属性が「サ
ッカー」というキーワードを含むスポーツ中継番組である場合、特徴情報の抽出のための
計算方法は観客の歓声の大きさ、コマーシャルの有無のいずれかであるというように複数
の計算方法が特定されていてもよく、この場合、この複数の計算方法の中からどの方法を
選択するかをユーザの選択にかからしめてもよい。この複数ある計算方法の中からの選択
のタイミングは、予めである必要はなく、コンテンツ属性情報の取得後でよい。
　また、「コンテンツ属性情報」と「特徴情報」、「特徴情報元データ」の関係であるが
、上述したところから明らかなように、コンテンツ属性情報は特徴情報の場合もあるし、
特徴情報元データの場合もある。例えば、コマーシャルＩＤの場合はこれが付されている
再生位置と関連付けて取得することで、当該情報がそのまま特徴情報となる。一方、例え
ばコンテンツのタイトルの場合は、このタイトルに含まれるキーワード等を利用した解析
を加えることによって,例えば観客の歓声の大きさと言った特徴情報が抽出される。即ち
、この場合はコンテンツ属性情報たるタイトルは特徴情報元データということになる。
【００６１】
　　（ハードウェア構成）
　次に、本実施例のＡＶ装置のハードウェア構成について説明する。
　図２６はハードウェア構成の一例を示す概略図である。本図に示すように、本例のＡＶ
装置の特徴情報取得部（選択手段に加え計算方法保持手段を含む。）は「記憶装置（記録
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媒体）」２６０１と、「メインメモリ」２６０２と、「ＣＰＵ」２６０３と、「Ｉ／Ｏ」
２６０４などから構成される。特徴情報付プログレスバー構成情報生成部（計算色構成情
報生成手段を含む。）は「記憶装置（記録媒体）」と、「ＣＰＵ」と、「メインメモリ」
などから構成される。このほか、生成した構成情報に基づいて特徴情報付プログレスバー
を表示するための「ディスプレイ」２６０５などをＩ／Ｏに接続する形で有していてもよ
い。これらは「システムバス」２６０６などのデータ通信経路によって相互に接続される
。
【００６２】
　ここでは、特徴情報を取得するために利用する計算方法とコンテンツ属性情報とを予め
関連付けて保持し、このようにして関連付けられた情報に基づいて特徴情報を取得するた
めのハードウェア構成の一例について説明する。その余の構成については実施例４と同じ
であるから説明を省略する。
　記憶装置には予めコンテンツ属性情報と計算方法を関連付けたテーブル（コンテンツ属
性情報・計算方法関連付けテーブル）が保持されている。このテーブルは、例えば本装置
以外において作成されたものを本装置が入力インターフェイスを介して取得して保持して
いるものである。
　このような状況の下で、本実施例のＡＶ装置があるコンテンツをＩ／Ｏを介して受信す
ると、ＣＰＵはまず、当該コンテンツからコンテンツ属性情報を取得する。これらのコン
テンツ属性情報のうち、コマーシャルＩＤのようにコンテンツ属性情報をそのまま取得し
、かつそのまま特徴情報となるものは、ＣＰＵが特徴情報取得プログラムの命令に従って
当該ＩＤをこれが付された位置情報と関連付けて読み取り、このコンテンツ属性情報をメ
インメモリに一旦格納する。そして、特徴情報付プログレスバー構成情報生成のために特
徴情報を読み出す際に、このコンテンツ属性情報を読み出し、これをそのまま特徴情報と
して構成情報を生成する。また、ジャンルデータのように放送波等で送信される情報をそ
のままコンテンツ属性情報として取得して、この中から特徴情報を抽出するものは、ＣＰ
Ｕが当該コンテンツ属性情報をメインメモリに一旦格納し、その後、当該コンテンツ属性
情報を読み出し、これを特徴情報元データとしてその中から実施例２で説明したハードウ
ェア構成に従って特徴情報を抽出する。さらに、コンテンツ属性情報に一定の解析・計算
を行うことによってコンテンツ属性情報を取得するものについても、ＣＰＵが実施例２で
述べた特徴情報元データの取得のための処理によってコンテンツ属性情報から特徴情報元
データを取得し、その中から特徴情報を抽出する。
【００６３】
　<処理の流れ>
　図２７は、本実施例のＡＶ装置における処理の流れの一例を示す図である。本例のＡＶ
装置は、基本的に実施例４の処理の流れと共通する。ただし、本実施例では、まずコンテ
ンツ属性情報の取得ステップＳ２７０１において、ＡＶ装置は、コンテンツ属性情報を取
得する。
　次に、計算方法の選択ステップＳ２７０２において、ＡＶ装置は、コンテンツ属性情報
と計算方法を予め関連付けて保持しているテーブル等を参照して、前記ステップＳ２７０
１にて取得したコンテンツ属性情報に対応する計算方法を選択する。
　次に、特徴情報の抽出ステップＳ２７０３において、ＡＶ装置は、前記ステップＳ２７
０２にて選択した計算方法を利用して当該コンテンツ属性情報から特徴情報を抽出する。
　その余の処理の流れは、実施例４と同様である。
【００６４】
　<効果>
　本実施例の発明によりコンテンツの属性に応じた特徴情報の取得が可能となる。
【実施例６】
【００６５】
　<概要>
　本実施例のＡＶ装置は、基本的に実施例５のＡＶ装置と共通するが、特徴情報取得部が
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特徴情報を取得するために利用する計算方法をコンテンツ属性情報に基づく選択に優先し
て選択し、または、コンテンツ属性情報に基づく選択後にこれを変更するための手段をさ
らに有する点に特徴を有する。
【００６６】
　<構成>
　　（構成の概要）
　図２８は、本実施例のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す図である。本例の装置は基
本的に実施例５の装置と共通する、ただし、本図に示すように、本実施例の「ＡＶ装置」
２８００は、「計算方法ユーザ設定部」２８３０をさらに有する。
【００６７】
　　（計算方法ユーザ設定部の構成）
　「計算方法ユーザ設定部」は、「特徴情報取得部」２８１０が特徴情報を取得するため
に利用する計算方法を前記コンテンツ属性情報に基づく選択に優先して選択し、または、
前記コンテンツ属性情報に基づく選択後にこれを変更するためのものである。
　「コンテンツ属性情報に基づく選択に優先して選択」する具体例としては、例えばコン
テンツ属性情報がコンテンツのタイトルの一部に「サッカー」というキーワードを含むと
いう情報であり、コンテンツ属性情報に基づいて選択された計算方法が、観客の歓声の大
きさの時間ブロックごとの最大値を特徴情報として抽出するという方法である場合に、ユ
ーザの設定に基づいてコンテンツに付加されたコマーシャルＩＤを再生位置とともに取得
するという計算方法を優先させる場合が考えられる。この場合の「優先」が後述の「変更
」と異なる点は、コンテンツ属性情報に基づいて選択された計算方法が破棄されるわけで
はなく、ユーザ設定による計算方法と並存する点にある。ユーザ選択に基づく計算方法は
一回だけ優先適用されるように構成されてもよいし、その後も継続適用されるように構成
されてもよい。
【００６８】
　「コンテンツ属性情報に基づく選択後にこれを変更する」具体例としては、コンテンツ
属性情報がコンテンツのタイトルの一部に「サッカー」というキーワードを含むという情
報であり、コンテンツ属性情報に基づいて選択された計算方法が、観客の歓声の大きさの
時間ブロックごとの最大値を特徴情報として抽出するという方法である場合に、ユーザの
設定に基づいてコンテンツに付加されたコマーシャルＩＤを再生位置とともに取得すると
いう計算方法に変更する場合が考えられる。この場合は上述の「優先」の場合と異なり、
コンテンツ属性情報に基づいて選択された計算方法は破棄される。
【００６９】
　　（ユーザの選択による計算方法の設定のための具体的構成）
　ユーザの選択による計算方法の設定は、例えば、ディスプレイ画面に表示された選択画
面に従って、ユーザがアイコンをクリックすることなどにより計算方法を選択する操作を
行うと、計算方法ユーザ設定部が当該操作に基づく入力信号を受け付けて当該信号に含ま
れる計算方法データに従って計算方法を選択することにより行われる。選択されたユーザ
設定による計算方法は記憶装置に記憶され、これに対応するコンテンツ属性情報が取得さ
れた場合には、たとえこれに基づく計算方法が設定されていたとしても、これに優先して
適用され、このユーザ設定による計算方法によって特徴情報が抽出される。
　既に設定済みのコンテンツ属性情報に基づく計算方法に代えてユーザ設定による計算方
法に変更する場合も、ユーザの選択による計算方法の設定の場合と同様のユーザ操作に基
づいて変更処理がなされる。
　なお、ユーザの選択による計算方法を単に優先適用するか、これに変更するかの選択も
ユーザの選択・操作に委ねてもよい。
【００７０】
　　（ハードウェア構成）
　次に、本実施例のＡＶ装置のハードウェア構成について説明する。
　図２９は本実施例のＡＶ装置のハードウェア構成の一例を示す概略図である。本図に示
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すように、本例のＡＶ装置の特徴情報取得部（選択手段、計算方法保持手段を含む。）と
計算方法ユーザ設定部とは「記憶装置（記録媒体）」２９０１と、「メインメモリ」２９
０２と、「ＣＰＵ」２９０３と、「Ｉ／Ｏ」２９０４などから構成される。特徴情報付プ
ログレスバー構成情報生成部（計算色構成情報生成手段を含む。）は「記憶装置（記録媒
体）」と、「ＣＰＵ」と、「メインメモリ」などから構成される。このほか、生成した構
成情報に基づいて特徴情報付プログレスバーを表示するための「ディスプレイ」２９０５
などをＩ／Ｏに接続する形で有していてもよい。これらは「システムバス」２９０６など
のデータ通信経路によって相互に接続される。
【００７１】
　ここでは、ユーザ設定による計算手段の選択・変更にかかるハードウェア構成の一例に
ついて説明する。その余の構成については実施例５と同じであるから説明を省略する。
　ＣＰＵは、ユーザがマウス、キーボード等の入力インターフェイスを用いて行った操作
に基づく入力信号を受け付けて、そのなかに含まれるユーザの設定にかよる計算方法を読
み出し、これをメインメモリに一旦格納する。その際、既に設定済みのコンテンツ属性情
報に基づく計算方法から当該ユーザ設定による計算方法に変更する場合は、設定済みのコ
ンテンツ属性情報に基づく計算方法を記憶装置からメインメモリに読み出し、これを破棄
するか、これに上書きする形でユーザ設定による計算方法を格納する。次に、ＡＶ装置が
Ｉ／Ｏを介して放送波等からコンテンツ属性情報を取得すると、ＣＰＵはプログラムの命
令に従い、このユーザ設定による計算方法を読み出し、当該方法を利用して特徴情報を抽
出する。
【００７２】
　<処理の流れ>
　図３０は、本実施例のＡＶ装置における処理の流れのうち、ユーザ設定による計算方法
の選択にかかる処理の流れの一例を示す図である。
　まず、ユーザ設定による計算方法の入力受付けステップＳ３００１において、ＡＶ装置
は、ディスプレイ画面に表示された選択画面に従って、ユーザがアイコンをクリックする
ことなどにより計算方法を選択する操作を行った場合に、当該操作に基づく入力信号を受
け付ける。
　次に、ＡＶ装置は、ユーザ設定による計算方法の抽出ステップＳ３００２において、前
記ステップＳ３００１にて受け付けた入力信号の中に含まれるユーザ設定による計算方法
を抽出する。
　次に、ＡＶ装置は、コンテンツ属性情報に基づく計算方法が存在するか否かの判断ステ
ップＳ３００３において、かかる計算方法の存在の有無を判断し、かかる計算方法が存在
するとの判断結果の場合、続いて、当該計算方法を破棄するか否かの判断ステップＳ３０
０４に進んでかかる判断を行い、破棄しないとの判断結果の場合は、ユーザ設定による計
算方法の格納ステップＳ３００５において、前記ステップＳ３００２にて抽出したユーザ
設定による計算方法を格納する。なお、この後、当該計算方法に対応するコンテンツ属性
情報が取得された場合は、プログラムの命令に従い、ユーザ設定による計算方法が優先し
て適用される。
【００７３】
　一方、前記ステップＳ３００４における判断結果が、破棄するとの判断結果の場合は、
コンテンツ属性情報に基づく計算方法の破棄ステップＳ３００６において、ＡＶ装置は、
当該計算方法を破棄するとともに、ユーザ設定による計算方法の格納ステップＳ３００７
において当該計算方法を格納する。この破棄と格納の処理順序は逆でもよい。あるいは、
ＡＶ装置は、記憶装置に記憶されているコンテンツ属性情報に基づく計算方法をメインメ
モリに読み出し、これにユーザ設定による計算方法を上書して格納してもよい。
【００７４】
　<効果>
　本実施例の発明により、ユーザの設定による計算方法を予めコンテンツ属性情報に基づ
いて設定された計算方法に優先して、あるいは代替して適用できるので、ユーザの好みに
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応じた柔軟な特徴情報付プログレスバーの表示が可能となる。
【実施例７】
【００７５】
　<概要>
　本実施例のＡＶ装置は、実施例１から６のいずれか一に記載の装置と基本的に共通する
が、特徴情報取得部が、コンテンツの構成情報のコンテンツ再生位置に応じた特徴を分析
する手段と、特徴分析手段による分析結果に基づいて特徴情報を生成する手段とを有する
点に特徴を有する。つまり、本実施例はいわば特徴情報の入手の仕方に関するものであっ
て、ＡＶ装置自らがコンテンツの構成情報を分析して特徴情報を取得するものである。
【００７６】
　<構成>
【００７７】
　　（構成の概要）
　図３１は、本実施例のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す。本実施例のＡＶ装置は基
本的に実施例１から６のいずれか一に記載のＡＶ装置と共通する。ただし、本図に示すよ
うに、本実施例の「ＡＶ装置」３１００の「特徴情報取得部」３１１０は、「特徴分析手
段」３１１４と、「特徴情報生成手段」３１１５とを有する。
【００７８】
　　（特徴分析手段）
　「特徴分析手段」は、コンテンツの構成情報のコンテンツ再生位置に応じた特徴を分析
するように構成されている。
　「コンテンツの構成情報」の例としては、映像や音声情報にかかるものが挙げられる。
そして、コンテンツ再生位置に応じた特徴を分析する場合には、既述のように、例えば明
度・彩度・色相の解析、音量・音質の解析などにより特徴を分析することが考えられる。
また、特定場面（例えば画像認識方法を用いて特定の俳優や選手が登場する場面のみを特
定したもの）の検出やコマーシャルの挟み方（例えば一定時間内に一定回数以上のコマー
シャルが挿入されている場面）といった分析も考えられる。
　これらの分析には、予め保持する分析のためのデータが利用される。例えば、予め保持
する観客の歓声に特有の周波数帯域データに基づいて、スポーツ中継番組の受信音量の中
から当該周波数帯域の音量を抽出して、コンテンツ再生位置ごとにこの音量の出現状況を
分析するなどである。また、画像認識方法を用いた特定場面の検出には、予め保持された
当該俳優、選手等の形状データなどが利用される。
【００７９】
　特徴の分析を行うタイミングとしては、以下のようなものが考えられる。
　第一に、コンテンツを記録する際に特徴を分析して、記録と同時に特徴情報として取得
する場合が考えられる。例えば、特徴情報がスポーツ番組における観客の歓声の大きさの
場合は、コンテンツを受信する際に受信音量中から当該特徴にかかる音量データを抽出で
きるので、記録と同時にこれを特徴情報として取得することが可能である。
　第二に、コンテンツを一旦記録し、後刻当該記録済みコンテンツの特徴を分析して特徴
情報を取得する場合も考えられる。この中には、コンテンツを一時的にバッファメモリに
記録しつつ分析する場合も含まれる。例えば、コマーシャルの挟み方を分析する場合には
、複数のコマーシャルにかかる開始位置、終了位置のデータを一旦記録して分析する必要
があるので、かかる方法が利用される。あるいは、コンテンツを全部記録した後、後刻特
徴を分析して特徴情報として取得してもよい。
【００８０】
　　（特徴情報生成手段）
　次に、「特徴情報生成手段」は、特徴分析手段による分析結果に基づいて特徴情報を生
成するように構成されている。
　例えば、分析結果が、スポーツ中継番組中の観客の歓声の大きさを表すデータをデシベ
ル単位で表示したものであれば、その大きさを例えば三段階（２０デシベル未満、２０デ
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シベル以上４０デシベル未満、４０デシベル以上など）に分けて、それぞれの再生位置に
おける段階に応じた特徴情報として生成する。即ち、同じ段階に属するものは同じ特徴情
報となり、異なる段階に属するものは異なる特徴情報となる。この特徴情報の異同が、特
徴情報付プログレスバーにおける表示色の異同に反映されることになる。
【００８１】
　　（ハードウェア構成）
　図３２は本実施例のＡＶ装置のハードウェア構成の一例を示す概略図である。本図に示
すように、本例のＡＶ装置の特徴情報取得部（特徴情報分析手段と特徴情報生成手段を含
む。）は「記憶装置（記録媒体）」３２０１と、「メインメモリ」３２０２と、「ＣＰＵ
」３２０３と、「Ｉ／Ｏ」３２０４などから構成される。特徴情報付プログレスバー構成
情報生成部（計算色構成情報生成手段を含む。）は「記憶装置（記録媒体）」と、「ＣＰ
Ｕ」と、「メインメモリ」などから構成される。このほか、生成した構成情報に基づいて
特徴情報付プログレスバーを表示するための「ディスプレイ」３２０５などをＩ／Ｏに接
続する形で有していてもよい。これらは「システムバス」３２０６などのデータ通信経路
によって相互に接続される。
【００８２】
　ここでは、コンテンツの構成情報のコンテンツ再生位置に応じた特徴の分析と、この分
析結果に基づく特徴情報の生成にかかるハードウェア構成の一例について説明する。その
余の構成については実施例１から６のいずれか一と同じであるから説明を省略する。
　ＡＶ装置がＩ／Ｏを介してコンテンツを受信すると、ＣＰＵはその中からコンテンツの
構成情報を取得する。例えば、コンテンツがスポーツ中継番組である場合、ＣＰＵは記憶
装置に記憶された周波数帯域データを読み出し、当該データを参照して、観客の歓声を抽
出し、これをデシベル単位のデータとして再生位置と関連付けてメインメモリに一旦格納
する。次に、ＣＰＵは、観客の歓声の大きさをデシベル単位で三段階に分け、それぞれを
異なる特徴情報の分析結果と対応付けたテーブル（特徴情報分析結果対応テーブル）（こ
れも予め記憶装置に記憶されている）をメインメモリに読み出し、当該テーブルを参照し
て、上記の再生位置ごとの音量が属する段階に応じた特徴情報としてメインメモリに格納
する。これによって特徴情報の生成処理が完了する。
【００８３】
　<処理の流れ>
　図３３は本実施例のＡＶ装置における処理の流れのうち、コンテンツの特徴の分析とこ
の分析結果に基づく特徴情報の生成にかかる処理の流れの一例を示す図である。
　まず、コンテンツの構成情報の取得ステップＳ３３０１において、ＡＶ装置は、受信し
たコンテンツの中から構成情報を取得する。
　次に、コンテンツの特徴分析ステップＳ３３０２において、ＡＶ装置は、前記ステップ
Ｓ３３０１にて取得したコンテンツ構成情報に対し、予め保持する分析用データなどを参
照してコンテンツの特徴を分析する。
　次に、特徴情報の生成ステップＳ３３０３において、ＡＶ装置は、前記ステップＳ３３
０２における分析結果に基づいて特徴情報を生成する。以後、生成された特徴情報に基づ
いて、図９などを用いて既に説明した処理の流れに従い、特徴情報付プログレスバー構成
情報の生成が行われることになる。
【００８４】
　<効果>
　本実施例の発明により、特徴情報付プログレスバーに表示すべき特徴情報の入手方法の
一つとして、ＡＶ装置が自らコンテンツの特徴を分析して特徴情報を取得することが可能
となる。
【実施例８】
【００８５】
　<概要>
　本実施例のＡＶ装置は、基本的に実施例１の装置と共通するが、コンテンツに特徴情報
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が付随して放送などされている場合には、特徴情報取得部は、コンテンツに付随している
特徴情報を取得する点に特徴を有する。つまり、本実施例も特徴情報の入手の仕方に関す
るものであるが、前実施例と異なり、ＡＶ装置が特徴情報を外部からそのまま取得するも
のである。
【００８６】
　<構成>
　図３４は、本実施例のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す図である。本実施例のＡＶ
装置は、基本的に実施例１のＡＶ装置と共通する。ただし、本実施例の「ＡＶ装置」３４
００の「特徴情報取得部」３４１０は、コンテンツに特徴情報が付随して放送などされて
いる場合には、コンテンツに付随している特徴情報を取得するように構成されている。
　コンテンツに付随している特徴情報の例としては、コマーシャルが挿入されている位置
にコマーシャルがＩＤが付加されているものや、コンテンツ提供者が当該コンテンツの見
どころとして推奨する位置にＩＤが付加されているものなどが挙げられる。
　「放送など」というのは、放送のほか、ＤＶＤなどの記録媒体に記録されたコンテンツ
を含む趣旨である。放送には、アナログ放送、デジタル放送の双方を含む。また、映像と
音声の双方を含む放送のほか、映像のみの放送や音声ののみの放送（ＦＭ放送、ＡＭ放送
など）を含む。
　また、「コンテンツに付随している」というのは、特徴情報がコンテンツ自体に付加さ
れたもの以外に、コンテンツの取得とは別ルートで取得する場合をも含む趣旨である。例
えば、特徴情報がコンテンツの瞬間視聴率である場合に、放送波の受信によるコンテンツ
の取得とは別に、視聴率データの提供者から再生位置に応じた瞬間視聴率データを取得し
、これをそのまま特徴情報として特徴情報付プログレスバー構成情報の生成に用いる場合
などが考えられる。
【００８７】
　<処理の流れ>
　本実施例のＡＶ装置における処理の流れは、まず、ＡＶ装置が特徴情報を外部からその
まま取得すると、その後は実施例１で図８、図９を用いた処理の流れと同様である。
【００８８】
　<効果>
　本実施例の発明により、特徴情報付プログレスバーに表示すべき特徴情報の入手方法の
一つとして、ＡＶ装置が特徴情報を外部からそのまま取得することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】実施例１のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す図
【図２】実施例１の特徴情報付プログレスバーの表示形態の一例を示す図
【図３】実施例１の特徴情報付プログレスバーの表示形態の一例を示す図
【図４】実施例１のＡＶ装置のより詳細な機能ブロックの一例を示す図
【図５】実施例１のＡＶ装置の記録媒体に記録された特徴情報の一例を示す図
【図６】実施例１の特徴情報の示す指標と色の濃淡を対応付けたテーブルの一例を示す図
【図７】実施例１のＡＶ装置のハードウェア構成の一例を示す概略図
【図８】実施例１のＡＶ装置における処理の流れの一例を示す図
【図９】実施例１のＡＶ装置におけるより詳細な処理の流れの一例を示す図
【図１０】実施例２のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す図
【図１１】実施例２のＡＶ装置における共通特徴情報を取得するまでの処理過程の一例を
示す概念図
【図１２】実施例２の特徴情報付プログレスバーの表示形態の一例を示す図
【図１３】実施例２のＡＶ装置のハードウェア構成の一例を示す概略図
【図１４】実施例２のＡＶ装置における処理の流れの一例を示す図
【図１５】実施例３のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す図
【図１６】実施例３のＡＶ装置における特徴情報の画面表示の一例を示す図
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【図１７】実施例３のＡＶ装置のハードウェア構成の一例を示す概略図
【図１８】実施例３のＡＶ装置における特徴情報付プログレスバー構成情報の生成にかか
る処理の流れの一例を示す図
【図１９】実施例４のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す図
【図２０】実施例４のＡＶ装置における計算方法選択テーブルの一例を示す図
【図２１】実施例４のＡＶ装置における表示色選択テーブルの一例を示す図
【図２２】実施例４のＡＶ装置のハードウェア構成の一例を示す概略図
【図２３】実施例４のＡＶ装置における処理の流れの一例を示す図
【図２４】実施例１のＡＶ装置における計算方法の選択及び計算色構成情報の生成にかか
る処理の流れの一例を示す図
【図２５】実施例５のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す図
【図２６】実施例５のＡＶ装置のハードウェア構成の一例を示す概略図
【図２７】実施例５のＡＶ装置における処理の流れの一例を示す図
【図２８】実施例６のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す図
【図２９】実施例６のＡＶ装置のハードウェア構成の一例を示す概略図
【図３０】実施例６のＡＶ装置におけるユーザ設定による計算方法の選択にかかる処理の
流れの一例を示す図
【図３１】実施例７のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す図
【図３２】実施例７のＡＶ装置のハードウェア構成の一例を示す概略図
【図３３】実施例７のＡＶ装置におけるコンテンツの特徴の分析とこの分析結果に基づく
特徴情報の生成にかかる処理の流れの一例を示す図
【図３４】実施例８のＡＶ装置の機能ブロックの一例を示す図
【符号の説明】
【００９０】
０１００　　　ＡＶ装置
０１１０　　　特徴情報取得部
０１２０　　　特徴情報付プログレスバー構成情報生成部
０２０１　　　番組のタイトルやチャンネルを表示するためのボックス
０２０２　　　プログレスバー
０２０２ａ　　特徴情報を濃色で表示した部分
０２０２ｂ　　特徴情報を中間色で表示した部分
０２０２ｃ　　特徴情報を淡色で表示した部分
０２０３　　　ポインタ
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